
２
－
有
隣
堂
・
北
京
大
学
図
書
館
主
催
に
よ
る

「
孫
文
と
横
浜
」
展
開
催
（
～
1
4
日
）

３
－
ア
ジ
ア
太
平
洋
都
市
間
技
術
協
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
第
一
回
総
会
で
、
初
代
会
長
に
細
郷
市

長
を
選
出
。
▽
細
郷
市
長
、
自
治
医
科
大
学
付

属
病
院
に
入
院
。
1
5
日
、
東
大
付
属
病
院
に
転

院
。
1
8
日
か
ら
宮
原
助
役
が
市
長
職
務
代
理
者

に４
－
保
土
ヶ
谷
区
、
区
の
花
（
す
み
れ
）
、
区

の
鳥
（
カ
ル
ガ
モ
）
を
発
表

７
－
国
際
熱
帯
木
材
機
関
（
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
）
第
七

回
理
事
会
、
横
浜
市
で
開
催
。
熱
帯
林
保
全
を

目
的
に
し
た
基
金
の
設
立
を
決
定

1
0
－
市
内
の
ね
た
き
り
老
人
や
重
度
身
体
障
害

者
を
対
象
に
し
た
市
の
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
、
こ
の
一
年
間
で
三
八
〇
一
人

1
1
－
有
隣
堂
が
八
十
年
史
を
刊
行

1
3
－
市
、
「
よ
こ
は
ま
2
1
世
紀
プ
ラ
ン
」
見
直

し
計
画
を
発
表
。
▽
市
、
第
三
十
八
回
横
浜
文

化
賞
受
賞
者
を
発
表
、
演
芸
場
場
主
本
田
玉
枝

さ
ん
ら
五
人
。

1
5
－
南
部
下
水
道
汚
泥
処
理
セ
ン
タ
ー
が
全
面

完
成
、
本
格
操
業
ス
タ
ー
ト

1
6
－
市
の
ご
み
収
集
車
の
模
様
替
え
で
、
来
月

か
ら
色
彩
デ
ザ
イ
ン
の
公
募
を
発
表

1
8
－
横
浜
市
立
大
学
創
立
六
十
周
年
記
念
式
典

2
2
－
横
浜
市
驀
地
問
題
研
究
会
、
二
十
一
世
紀

の
墓
地
像
に
つ
い
て
報
告
書
で
提
言
。
▽
市
、

１
‐
財
団
法
人
神
奈
川
県
腎
バ
ン
ク

設
立
。
▽
一
円
落
札
問
題
で
通
産
省
、

富
士
通
に
厳
重
注
意
、
他
の
大
手
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
九
社
に
対
し
て
も
通

達
。
５
－
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ホ
ロ
ビ
ッ

ツ
氏
死
去
（
8
5
歳
）
。
６
‐
「
か
な

が
わ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
（
Ｋ
Ｓ
Ｐ
）

」
が
川
崎
市
高
津
区
に
オ
ー
プ
ン
。

▽
撚
糸
工
連
汚
職
事
件
で
東
京
地
裁
、

自
民
党
と
民
社
党
の
前
代
議
士
二
人

に
有
罪
の
判
決
。
７
‐
大
分
県
別
府

市
の
住
職
が
誘
拐
さ
れ
、
身
代
金
六

億
円
を
要
求
さ
れ
る
。
翌
日
、
犯
人

逮
捕
。
▽
横
浜
大
洋
ホ
エ
ー
ル
ズ
の

新
監
督
に
須
藤
氏
が
就
任
。
▽
気
候

変
動
に
関
す
る
国
際
会
議
が
オ
ラ
ン

ダ
で
開
催
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
宣

言
を
行
う
。
９
－
中
国
の
郭
小
平
党

軍
事
委
主
席
が
辞
任
、
後
任
に
江
沢

民
総
書
記
。
▽
東
独
、
国
民
の
西
側

へ
の
旅
行
と
出
国
自
由
に
踏
み
切
る
。

ベ
ル
リ
ン
の
壁
は
事
実
上
”
消
滅
”
。

1
3
－
島
根
医
大
で
生
体
肝
移
植
手
術

に
成
功
。
1
5
－
横
浜
市
内
の
弁
護
士

一
家
三
人
が
今
月
三
日
か
ら
行
方
不

明
、
県
警
、
公
開
捜
査
に
踏
み
切
る
。

1
9
－
前
市
長
の
辞
任
に
伴
う
川
崎
市

長
選
挙
で
社
会
、
共
産
、
社
民
連
推

薦
の
前
助
役
高
橋
清
氏
が
当
選
。
2
0
－

資
金
運
用
を
め
ぐ
る
汚
職
容
疑
で
川

崎
市
職
員
と
証
券
会
社
員
を
逮
捕
。

男
女
共
同
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
「
第
二
次
よ

こ
は
ま
女
性
計
画
」
を
ま
と
め
る

2
5
－
市
藤
が
丘
地
区
セ
ン
タ
ー
・
緑
国
際
交
流

ラ
ウ
ン
ジ
が
オ
ー
プ
ン

2
7
－
市
内
の
視
覚
障
害
者
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
、

市
会
議
長
に
点
字
で
作
成
し
た
陳
情
書
を
提
出
。

▽
「
バ
ル
セ
ロ
ナ
＆
ヨ
コ
ハ
マ
シ
テ
ィ
・
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
」
（
略
称
B
A
Y
'
9
0
）
の
基
本
計

画
が
発
表
さ
れ
る

2
9
－
市
高
齢
化
社
会
対
策
指
針
が
ま
と
ま
る

２
－
「
西
消
防
署
－
地
域
と
共
に
歩
ん
で
き
た

七
〇
年
－
」
刊
行

４
－
緑
税
務
署
の
新
庁
舎
が
完
成

６
－
「
ヨ
コ
ハ
マ
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
」
の
街
づ
く

り
協
定
が
締
結
さ
れ
る
。
▽
市
、
庁
内
で
使
っ

て
い
る
用
紙
を
上
質
紙
か
ら
再
生
紙
に
切
り
替

え
る
方
針
を
明
ら
か
に
す
る

７
－
市
、
市
民
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
地
震
の
被
災
者
へ
の
義
援
金
九
七

三
万
円
を
米
公
使
に
託
す

９
－
市
街
化
区
域
の
貴
重
な
緑
を
守
る
た
め
に

計
画
さ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
の
森
林
」
第
一
号
が

鶴
見
区
東
寺
尾
に
誕
生

1
0
－
（
財
）
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
協
会
創
立
五
周
年

1
1
－
市
、
市
民
が
選
ん
だ
今
年
の
十
大
ニ
ュ
ー

ス
を
発
表
、
一
位
は
横
浜
博
覧
会

1
2
ｰ
市
選
挙
管
理
委
員
会
、
任
期
満
了
に
伴
う

2
1
ｰ
民
間
と
官
公
労
組
の
大
同
団
結

に
よ
る
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

（
新
連
合
）
が
発
足
。
2
4
－
チ
ェ
コ
ス

ロ
バ
キ
ア
で
、
ヤ
ケ
シ
ュ
書
記
長
。

フ
サ
ー
ク
大
統
領
が
辞
任
。
▽
リ
ク

ル
ー
ト
裁
判
の
第
一
弾
と
し
て
東
京

地
裁
で
労
働
省
ル
ー
ト
の
初
公
判
。

2
6
－
大
関
小
錦
が
初
優
勝
。
2
9
－
新

行
革
審
の
「
国
と
地
方
の
関
係
等
に

関
す
る
小
委
員
会
」
、
連
合
制
度
の

導
入
な
ど
最
終
報
告
書
を
ま
と
め
る
。

１
－
自
民
党
、
食
料
品
の
小
売
段
階

を
非
課
税
と
す
る
消
費
税
見
直
し
案

を
決
定
。
▽
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
国
軍
将

兵
が
反
乱
。
政
府
の
要
請
で
米
軍
が

出
動
、
七
日
、
反
乱
終
息
。
２
－
地

中
海
の
マ
ル
タ
島
で
米
ソ
首
脳
会
談

が
行
わ
れ
、
冷
戦
の
終
結
を
宣
言
。

４
－
運
輸
省
と
新
東
京
国
際
空
港
公

団
、
成
田
空
港
の
二
期
工
事
用
地
内

に
あ
る
空
港
反
対
派
の
団
結
小
屋
を

強
制
撤
去
。
８
－
鶴
岡
灯
油
訴
訟
で

最
高
裁
、
損
害
の
立
証
な
し
と
消
費

者
側
敗
訴
の
判
決
。
▽
香
川
で
警
察

Ｏ
Ｂ
を
通
じ
個
人
の
犯
罪
照
会
デ
ー

タ
が
大
手
信
販
会
社
に
流
出
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
。
９
－
作
家
の
開
高

健
氏
が
死
去
（
5
8
歳
）
。
1
0
－
Ｓ
Ｕ

Ｒ
Ｆ
、
9
0
（
相
模
湾
ア
し
ハ
ン
リ
ゾ
ー

ト
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
起
工
式
。
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▽
横
浜
市
長
選
挙
の
日
程
を
来
年
三
月
二
十
四

日
告
示
、
四
月
八
日
投
票
と
決
め
る

1
3
－
「
横
浜
市
近
代
史
総
合
年
表
」
が
有
隣
堂

か
ら
刊
行

1
4
－
市
、
第
二
回
横
浜
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
国

際
コ
ン
ペ
の
募
集
要
項
を
発
表

1
5
-
横
浜
鳶
工
事
協
同
組
合
、
開
港
直
前
に
結

成
さ
れ
た
義
勇
消
防
組
が
出
初
め
式
で
使
用
し

た
飾
り
纏
（
ま
と
い
）
の
ひ
な
型
八
本
を
寄
贈

2
2
－
M
M
2
1
地
区
2
4
街
区
の
開
発
に
関
す
る
事

業
開
発
提
案
競
技
（
コ
ン
ペ
）
の
要
綱
が
ま
と

ま
る
。
▽
県
、
横
浜
、
川
崎
市
の
三
首
長
懇
談

会
が
開
か
れ
、
工
業
制
限
諸
制
度
を
さ
ら
に
改

善
推
進
す
る
こ
と
等
を
決
定
。
▽
市
交
通
事
業

経
営
問
題
委
員
会
、
鉄
道
や
民
営
バ
ス
と
の
共

通
カ
ー
ド
の
検
討
な
ど
中
・
長
期
的
な
課
題
へ

の
取
組
み
を
ま
と
め
答
申

2
5
-
横
浜
高
速
鉄
道
会
社
、
M
M
2
1
線
の
第
一

種
鉄
道
事
業
免
許
を
運
輸
省
に
申
請

2
6
－
細
郷
市
長
、
病
気
療
養
の
た
め
四
選
出
馬

断
念
を
表
明

１
－
市
の
行
政
専
門
職
制
度
が
ス
タ
ー
ト

６
－
横
浜
美
術
館
で
鏑
木
清
方
展
が
開
幕
（
～

２
／
８
）

８
－
市
内
の
昨
年
一
年
間
の
火
災
発
生
件
数
が

八
年
連
続
で
減
少
、
三
〇
年
ぶ
り
に
一
０
０
０

件
を
割
る

1
1
－
市
、
鶴
見
川
上
流
に
放
流
し
た
稚
ア
ユ
の

追
跡
調
査
結
果
を
発
表

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
基
地
を
建
設
中
の

青
森
県
六
ヶ
所
村
の
村
長
選
で
凍
結

派
の
土
田
氏
が
当
選
。
1
1
－
消
費
税

廃
止
法
案
が
野
党
の
賛
成
多
数
で
参

院
を
通
過
。
1
4
－
土
地
基
本
法
が
成

立
。
▽
ソ
連
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者

サ
ハ
ロ
フ
博
士
が
死
去
（
6
8
歳
）
。

1
6
－
妻
子
連
れ
の
中
国
人
が
北
京
発

の
民
航
機
を
乗
っ
取
り
、
福
岡
空
港

に
緊
急
着
陸
。
1
8
ｰ
最
高
裁
、
千
葉

県
議
会
議
員
選
挙
の
定
数
訴
訟
で
格

差
三
・
九
八
倍
は
合
法
と
判
決
。
2
0
－

ブ
ッ
シ
ュ
米
政
権
、
中
米
パ
ナ
マ
に

軍
事
介
入
、
ノ
リ
エ
ガ
将
軍
は
逃
亡
。

2
1
－
中
国
人
偽
装
難
民
の
う
ち
、
中

国
側
の
引
き
取
り
が
決
ま
っ
た
第
一

陣
三
〇
一
人
を
強
制
送
還
。
2
2
－
ル
ー

マ
ニ
ア
の
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
政
権
が

崩
壊
。
2
5
日
、
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
夫

妻
を
処
刑
。
2
5
－
日
本
初
の
凍
結
受

精
卵
児
が
市
川
市
で
誕
生
。
3
0
－
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
邦
人
客
ら
を
乗
せ

た
遊
覧
機
が
接
触
、
墜
落
、
二
人
死

亡
、
五
人
不
明
。

１
－
川
崎
市
で
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

室
発
足
。
３
‐
パ
ナ
マ
市
の
バ
チ
カ

ン
大
使
館
に
政
治
亡
命
中
の
ノ
リ
エ

ガ
将
軍
、
米
麻
薬
取
締
局
に
逮
捕
さ

れ
る
。
５
－
川
崎
市
の
武
蔵
工
業
大

学
原
子
力
研
究
所
の
研
究
用
原
子
炉

で
冷
却
水
漏
れ
事
故
が
発
生
し
て
い

た
こ
と
が
判
明
。
８
－
海
部
首
相
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
含
む

1
2
1
高
齢
化
社
会
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
本
音
で
ト
ー
ク
～
人
生
八
十
年
　
も
っ
と
輝

い
て
」
開
催

1
3
－
瀬
谷
区
に
音
の
鳴
る
木
橋
「
赤
関
お
と
な

り
橋
」
が
完
成
、
渡
り
初
め
式
が
行
わ
れ
る

1
4
－
市
消
防
出
初
め
式
が
、
み
な
と
み
ら
い
地

区
で
行
わ
れ
る

1
5
－
成
人
式
が
横
浜
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
。
市
内

の
新
成
人
は
五
万
六
一
四
七
人

1
8
－
横
浜
開
港
資
料
館
で
「
着
色
写
真
に
見
る

明
治
の
日
本
」
展
が
開
幕
（
～
４
／
3
0
）

2
2
－
市
会
水
道
交
通
委
、
道
志
川
沿
い
の
ゴ
ル

フ
場
建
設
問
題
で
現
地
視
察
、
道
志
村
に
計
画

見
直
し
を
申
し
入
れ
る
。
▽
市
、
港
北
区
鳥
山

町
に
建
設
す
る
「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」

の
概
要
を
発
表

2
4
上
戸
塚
区
に
療
養
老
人
に
対
す
る
ケ
ア
目
的

の
地
域
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
総
合
調
整
推
進
会
議
発

足2
5
－
「
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
か
れ
る

2
7
－
横
浜
マ
リ
タ
イ
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
「
日

本
の
客
船
展
」
開
幕

2
8
－
市
、
先
端
技
術
産
業
等
振
興
助
成
制
度
の

平
成
元
年
度
対
象
企
業
三
八
件
を
発
表

2
9
－
市
、
臨
海
部
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
地
区
の
業
務

ビ
ル
売
却
先
候
補
二
二
社
を
決
定
。
▽
市
、
平

成
元
年
度
の
「
横
浜
ま
ち
づ
く
り
功
労
者
賞
」

受
賞
者
な
ど
を
決
定

3
1
－
西
武
不
動
産
な
ど
八
社
、
八
景
島
開
発
計

画
の
た
め
の
新
会
社
「
横
浜
八
景
島
」
を
設
立

欧
州
八
力
国
と
西
ベ
ル
リ
ン
、
Ｅ
Ｃ

本
部
歴
訪
に
出
発
。
1
0
‐
春
日
野
清

隆
（
元
横
綱
栃
錦
）
氏
が
死
去
（
6
4

歳
）
。
1
1
－
北
京
市
の
戒
厳
令
、
八

ヵ
月
ぶ
り
に
解
除
。
1
3
ｰ
ソ
連
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
で
民
族
衝
突
。

2
0
日
、
ソ
連
正
規
軍
が
首
都
バ
ク
ー

に
進
攻
、
市
内
を
制
圧
。
▽
ス
ペ
イ

ン
の
サ
ラ
ゴ
サ
市
の
デ
ィ
ス
コ
で
火

災
、
四
三
人
死
亡
。
1
5
－
旭
川
市
の

若
手
経
済
人
グ
ル
ー
プ
、
市
長
選
の

候
補
者
を
全
国
か
ら
公
募
す
る
こ
と

を
開
始
。
1
6
－
民
事
行
政
審
議
会
、

一
一
八
字
を
人
名
用
漢
字
に
追
加
す

る
よ
う
法
相
に
答
申
。
1
8
－
本
島
長

崎
市
長
、
右
翼
団
体
幹
部
に
短
銃
で

撃
た
れ
、
重
傷
。
▽
最
高
裁
、
伝
習

館
訴
訟
で
三
教
師
の
免
職
処
分
は
妥

当
と
判
示
。
1
9
ｰ
「
市
民
の
暮
ら
し

か
ら
明
日
の
都
市
を
考
え
る
懇
談
会
」

が
中
間
報
告
を
発
表
。
▽
国
税
庁
、

最
高
路
線
価
を
発
表
、
全
国
平
均
二

八
・
七
％
の
上
昇
。
2
2
－
東
京
上
野

の
Ｊ
Ｒ
御
徒
町
ガ
ー
ド
下
の
新
幹
線

工
事
現
場
で
道
路
が
陥
没
。
▽
韓
国

の
民
生
、
民
主
、
共
和
の
三
与
野
党

が
合
同
、
新
党
を
結
成
。
2
3
－
「
首

都
機
能
移
転
問
題
に
関
す
る
懇
談
会
」

の
初
会
合
が
開
か
れ
る
。
2
4
－
衆
院

が
解
散
。
総
選
挙
は
二
月
三
日
公
不
、

二
月
十
八
日
投
票
。
2
8
－
大
阪
の
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
現
場
で
九
階
の
ベ
ラ

ン
ダ
が
崩
落
、
下
請
会
社
の
作
業
員

三
人
が
死
亡
。

月
１
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